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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ．緒　　　言
　砂糖はその種類により色相，（結晶の大きさ及び光沢を含む）と品質を異にしているところから
使用目的によってそれぞれの特性が生かされる事がのぞましい．使用時の砂糖の選択は掟来経験的
な判断によって行われてい7二様であるがこれに科学的な嶮討を加え合理的かっ経済的な消費が出来
易いような一定の規格を作りこれにもとづいて選択する事によってその効率を高める事が出来るし
一方生産者相互の規格の協定が促進される様になるのではないかと思う．
　砂糖は精糖工場から一般消費者の手に渡るまでの過程に於いても既にかなりの品質低下がみられ
る．上物ば比較的品質の差は無いが裾物の場合は会社によって相当の開き炉ある．そこで砂糖の着
色度と品質との間に基準を設け規格化すれば特に裾物糖の品質低下を防ぎ使用者の立場からも合理
的な消費が出来る事になると思う. whight sugar は世界的商品として特にその規格を敲密に行
うことになっている様である:.･我国では相当多種類に亘了こる砂糖炉使用される埓かその品質にっい
ては一般的にあまり注意が櫛われていない向き炉ある．
　この様な見地.から市販されている砂糖のう心から精糖会社を異にする各種類のものを選び出しそ
れ等の色及び品質を測定し柑互にどの程度の関聯性がみとめられるかについて桧討してみ7このでそ
の結果を報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎｉ実験及び結果
　1）供試料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　高知市内の砂糖卸商より着荷直後の各種のものを集め精種会社名の明らかなもの二種を選んだ.
hard sugar としてはグラエエ，白双目，中双目，黄双目, soft sugar では上白，中白，三温，
muscovadoとしては白下糖と黒糖を一種だけい）測定に供し北．肯Ｏ　内には会祗名又は生産地
名を記入し7こ．白下糖，黒糖は時期的なものであるから咋年末採取しすこものである.
　2）分光反射卒の測定及びその結果
　使用機械は島津製光電分光々度計ＱＢ－50型を用い，これに反射測定用ウルブリヒト積分球君装
置しす二．測定波長城は420 mμ～662 mμとしHardyの選択座標法によっ7こ．標準白板として硫酸
バリウムを使用し，試料は結晶或いは粉来状のよ｀ゝを試料皿に入れガラス板で強く圧着し表面を出
来るだけ平らにし7こ．但し白下糖及び黒糖は塊状のものを平らに切り取りその面を測定する事とし
仁．得られ7こ各試料の分光分布曲線は図一１に示し仁通りである．
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　　図一１　固体砂糖の反射卒　八
(但し点線のものはUltramarin BIu・八
　　　　　　　　　　｀･　　.　　　1｀'1,1
各･々の分光反射率から三色係数を算出し色
度図上にPlotしそれを拡大図示し7二もの
が図一２である．即ち分蜜糖(centrifugal
sugar)のgroupはＤλ578 mμの線上に
近接して並び含蜜糖(non -centrifugal
sugar)は585 mμ附近に分布されている
事を示している．次ぎ‘に各々の主波長，刺
戟純度，比色純度，及びRemisson Value
を求め表－１に掲げ7二.
　Purityの順でいえば，白糖（グラエユ，
白双，上白）一中白一三温一黄双二中双と
配列されている．又裾物は会社によって7
％～10％の開きを持っている.
　3）品質の測定及びその結果
　毘糖分，転化糖，友分，水分は常法に従
って測定しその結果を表－２に示し7こ．白
糖は標準組成と殆んど変らないが中白以下
のものになると相当低下している事がみと
められる．又水分含量の非常に多いものは
転化糖の増量も著しい．
　　　Ⅲ．考　　　察
　図一２にみられる如く分蜜糖と含蜜糖が
それぞれ特有の主波長を持っているという
事は種類により吸牧波長域を,異にする不純
物を含む篤であろうと推察される．砂糖の
着色物質としてはchlorophyll, antho-
cyanin, saccharetin等が挙げられている
が更にtannin, lignin, lime, iron等も･
関係して複雑である．殊に含蜜糖は着色物
質の組成が分蜜糖とは異にしている埓波長域も変るわけで当然の事と考えられる．前報に於いてや
はり同一の物を粉末状として扱,つも:が測定,の結果は相当白色化して現われている．これは測定時の
水分の影響等考えねぽならない事を示しでいると思われるが試料の状態を如何に調整する加という
ことが正確にその色をcatchする篤の重要な条件となるわけである．
　分光反射率は試料の形状，含水量，及び光沢等に･よって変化する篤に感受上の色差とは比例的で
はないから敲密な比較はむっかしい／丿………ｊ
　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　ｌ　丿　　　７しかし図一２に表われ7こ結果では大体種類により一定範囲のpurityを持っている事がみとめら
れる．そこで概括的に境荊泉を以うて区切りallowable limit を定めて置くことも出来乱色度
図上の位置からいえば白双（助上は明らかに白い砂糖に属しているにも拘らす，その結晶の表面に
光沢がない7二め反射卒が非常に低く, Remission Value 61 以上のものに該当しないという矛盾が
生じている．国際砂糖分析統二会議に於いでRemission Value にっいては検討の余地ありとされ
ているそうであるが,こめ洽に’も問題炉あると思われる.むしろこれを主波長の線に沿ってＰＣ値に’
依って区切り15％以内のものを自糖‘と云うように定め.る方が事実と一致し北表現になる様である．，
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表－１
試　料
　No. 試　　料　　名
Dominant
Wavelength
　ス（ｍμ）
　Excitation
‘Purity（％）
Colorimetric
Purity (%) 　　　Dekker'sRemissbn Value
　　　１
　　　２
　　　３
　　　４
　　　５尚
　　　6
　　　7
　　　8
　　　9
　　　10
　　　11　●
　　　12
・13
　　　14
　　　15
グラニュー
上　　白（Ｔ･）
　　同　　（Ｓ）
白　　双（Ｏ）・
　　同　　（Ｔ）
中　　白（Ｔ）
　　同　　（Ｓ）
三　　温（Ｓ）
　　同　　（Ｏ）
　中　　双（Ｅ）
　・同　　（Ｏ）
黄双１（台湾）
・　同2j（同）
黒粕（稲ヶ島）
白下糖（高知）
　574.7.
　574.0　・・
　574.3
　570.6
‘568.6
　576.0
　B76.4
　578.4
　578.2
　578.4
　550.0
　577.2
■578.'5
　584.6
　586.0
　　　　1.7
　　　　1.S
　　　　1.5
　　　　0.4
　　　　0.7
　　　　8.5
　　　15.3
　　　19.0
・　27.1・
　　　273
　　　36.5
ご　25.1　･、
　　　33.4・
　　　23.8
　　　23.9
Fj　　　　　　　　■･
　　　　　　2.8
　　　　　　2.5
　　　　　　2.S
　　　　　　0.8
　　　　　　1.3
　　　　　13.1
　　　　　22.7
　　　　　27.0
　　　　　37.0
　　　・36.0
　　　　　46.9　.・
　　　　　35.1
　　　　　‘44.0
　　　　　30.8 ■
　　　　　31.1
　　　　　　86.7
　　　　　　89.9'
　　　　　・88.2
　　　　　　72.6
　　　　　　－
　　　　　　66.3
　　　　　　－
　　　　　　－
　　　　　　－
　L.　’.’‾　　.’
μ　　●　　－
　　F　　　－
　　　　　　－
　　　　　　－
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　　l　　　　　　　　lj　表－２
試　料
　N0. 試　　料　　名
・
Sucrose （％） Invert sugar （％） Ash　（％） Moisture C%)
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
n
12
13
14
1S
グラニュ‘一
上　　白（Ｔ）
　同　　（Ｓ）
白　　双（Ｏ）
　同　　（Ｔ）
中　　白（Ｔ）
　同　　（Ｓ）
三　　温（Ｓ）
　同　　（Ｏ）
中　　双（Ｅ）
　同　　（Ｏ）
黄双１（台湾）
　同２　（同）
黒糖（種ヶ･島）
白下粕（高知）
　　　y　99.15 ■、
　　　　　　97.02
　　　　　　96.88　回
　　　　　'99.OG ■
　　　　　　99. ■24'、，.ヽ
　　　ri・　　　－　i
　　　...　93.00≒
　　　　y 91.84
　‘.　　■94.85‘
　　　　　92.42
　　　　　97.90- ■
　　　　　96.67
，≒
　　　　　96.20
　　　7　96.47
sゝ　　　・.　1.
　　　　　77.06　’
　　　　勺G.ii・
0.81
l.ei
1.59
0.88
0.68
4.03
4.38
2.49
3.87
1.86
1.93
2.21
2.09
11.IB
　8.80
　　　　0.02
　　　　0.03
　　　　0.03
　　　　0.01
　　　　0.01
　　　　0.n
　　　　0.26
　　　　0.03
　　　　0.09
　　　　0.12
　　　　0.10
　　　　0.32
.　　0.63
　　　　1.57
　　　　2.35
0.01
0.61
0.69
0.01
0.01
2.40
3.12
1.97
3.07
0.04
0.09
1.03
0.58
5.87
7.34
　‘砂糖はその着色度によづ七上物･と裾物に区別しているが，上物は糖準高くpureな甘味を男える
が強さがない．これに反しで着色しに裾物は一般に濃厚な甘味感を感じさせる．この甘味の強さの-
　　　　　　　　　　ｒ　　　　　　　　　　　・　１原因については種々の脆があ心．例えば転化糖含量に基因するとするもの，或いは転化糖量増加は
甘味に関係なくコ1=1イド物質の存在が彫響すると述べているもの叉友分中のanion　と　cationに
関係あるとする説等があり確定的ゼ皿な/いがすくとも砂糖中の不純物が甘味の濃淡に関男する重要
な因子と方っている事は推察され得る.ﾚ‥　‥‥
　乳化コロイドの存在を迅速かっ簡易ｋ知る方法としてFoaming Test 炉ある．筆者等の実験に
よればhard sugar とsoft sugar に分けて観察してみると色のpurityと　foamingとは大体
並行している事がみとめられすこ．　万………＼.2
　転化糖量にっいては表－２にみられる様に明らかに裾物に多い．甘味の効きがよく経済的である
と考えられている埓か特に営業用並びに農村向として中肉及び三温等が今･恂相当多量の需要を持つ･
でいる様である．　　　　　　　　　　　‥
　　・　　　●　　　　　　　　　　Ｌ●ＪＦ　ヽ　ａ　■又sucrose量は色のｐｕrびｙ〉と大体逆の関係を示している･
　砂糖はその種類により色と品質を異にするばヵうでなく各精糖会社の設備或いは技術による製品
上の特長がみとめられ叉入荷原料糖の種類によってもその都良品質が異ってくるものであるから常
に同一規格のものを要求す名事は困難となるが，我国の如く原料糖輸入制限の焉需要とのbalance-
がとれす各種の砂糖にっいでの品質の吟味.も充分に考慮されないま｀ゝに市場に出されている現状で
あるから今後消費者としでの立場から呉れ等の問題について除討を試みる事がのぞまれる次第であ
る．　　　　　　　　　　　　　　卜，　　＼　　｀
　　　　　　　　　　　　　’　　　Ｆ要　　　　約
砂糖の色を光電分光.々度計によつて測定じその色度図上の分布状態と品質とを瞼討し七ところ次
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5
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図一３　色度図上の砂糖の分布と. Ultramarin Blue の位置との関係を示す
←χ→
の諸点がみとめられ7このでこれ等を参考として一定の規格標準を作ることは必やしも困難ではない
と考えられる.
　1）分蜜糖と含蜜糖はそれぞれ異っ１ﾆ波長を持っている.
　2）砂糖の種類によって或る範囲の色のpurityを持って分布している.
　3）色の配列とFoamingは大体並行し糖度とは逆相関を示している．
　絡りに本研究に対して御助言賜っ7二大庭教授に厚く御祀申上げる.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（附　　記）
　前報に於いて砂糖の色と青粉の関係について鯛れておいすこがその後Ultramarinを入手し7この
でその分光反射率を測定し仁ところ図一１中に破線で示した如き特性曲線を得7こ･
　Ｄλ。Pe, Pc値にっいては表－１の最下欄に示し7二通りであっ7こ．
　砂糖の色と補色的関係をもっ青粉は大体480 m/１附近にあるもの炉適当であるが図一３に示すよ
うにUltramarin Blue は450.4 m/x の波長を持ち相当紫色部側に偏っている事が認められﾌﾐﾆ．
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